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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題においては、構造学的研究と生物学的・分子生物学的研究が有機的に融合して

進んでいるとは必ずしも言えないものの、核内受容体とリガンドの共有結合形成による受容

体活性化の可能性やヒストンメチル化機構を解したヌクレオメチリンの作用メカニズムの

解明など、それぞれ、ユニークで重要な成果をあげている。特に、核内受容体に存在する

Cys に対する共有結合が核内受容体の活性化に関与するという発見は、一般的な核内受容体

の活性化機構として、広い範囲の核内受容体に適用可能であると期待される。 

新しい分野を切り拓く学術創成研究費に相応しい研究の進展であると考えられる。 

 

 

【平成２３年度 検証結果】 

検証結果 研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

研究進捗評価結果で問題点として指摘された、「構造学的研究と生物学的・分

子生物学的研究が有機的に融合して進んでいるとは必ずしも言えない」という

点は、十分には克服できてはいないが、全体として立体構造解析に基づくユニ

ークかつ重要な研究成果をいくつも挙げた。その研究成果は、目標として定め

た「生体の恒常性維持の分子機構を解明するうえで低分子代謝産物の構造と機

能についての新たな基本的概念の提唱」の今後の展開への基盤を十分に築くも

のであり、学術創成研究費として相応しい研究成果であると評価する。また、

研究成果の公表も順当になされている。 

Ａ 

 

 


